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F六会第 1日目は、北大農学部を会場にして一般講演が行なわれ、草地に関する諸問題について

，6 5課題の研究発表があった口参会者は約 450名に達し、 5会場に分れてそれぞれ活液な討議

が民i調された。
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、大会第2日百は会場を北大クラーク会館に移し℃、特別講演b よひ。γシポジクムが行なわれた。

出席者 300余名で盛会であった。

午前は、'特別謡演として、町村敬寅(町村牧場)、大原久友(帯広畜大)、ボンマー〈西ドイ

ア草地研究所)、ク 9ユガー(ギーゼシ大鈎愛)の 4氏の講倒があった。特に i町村氏の「北海道に

長ける蕗趨 10 0年の歩みJ-、大原氏の円七海道に卦ける草地研究の歩みJは、かりからのi鋪造
l' 1 '0 0年、札幌閣基 1 0 u年記念行事にぴったりのものであり、我々北海道 2世紀の始めに位す

る草地随係の研究にたずさわる者への教訓|に満ちた講演であった。ボシマ、一、ク 3ユガ一氏の講

演は外国語であり、あらかじめ要旨は記られていたとは言え、通訳をつけなかったのは少々手落
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ちではなかったかと思う。

午後は土井健治郎氏他4氏の問題提供によるνンポジワムが行なわれた。先ず5氏の総演が行

なわれ、後、あらかじめ配られてあった質問用紙へ質問点を記入し、座長が整理じて討論を行な

う，形式がとられたb J座長が要領よく進めたためー活発な討論が交されたがスムーズに会が進み 5

時少々過ぎに終了した。.

戸外は台風の影響でドνヤブ虫の大雨、会場から車に乗る迄にピνヨヌレになる湿の大雨であ

り遠方から参加された方々には、冷たいプレゼントであった。
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北海道農業試験場草地闘発部
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